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To Continue the Folk Ritual
Entrusting to Substitute and Acceptance 
of Taboo in Ancestral Rituals in Okinawa
This paper considers the example of ancestral rituals in Okinawa about the 
sustainable alternative to continue the folk ritual. When some folk ritual can’t be 
continued as norms for several difficulties, people may discuss interruption of this 
ritual. But people would hesitate to stop hereditary and ancestral rituals. Especially, 
if the ritual is considered an obligation, many people will demand to continue as 
customary. In such cases people have to consider how to continue the ritual, for ex-
ample, endure difficult to perform as normative as possible, or consider alternatives 
out, or try to simplify. For adoption of alternative or simplification, explanations 
that can justify the new ways, and that can be satisfied most people are indispens-
able; besides, in case of ancestral ritual, have to be satisfied ancestors, too.
In Okinawa, when no relative proper for the succession, or when some suc-
cession correspond to the taboo, ancestral rituals can’t continue. In such cases, as a 
last resort, entrusting rituals to substitute or acceptance of taboo can solve improper 
situation for the present. But people of Okinawa hope normative ancestral ritual, so 
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こうした状況について本稿で分析の対象とする士族系門中は M 氏、L 氏、H 氏の 3 つである。
名門として知られる M 氏については大宗家（那覇市）、首里から美里間切（現沖縄市）の干潟



















かつての琉球士族の名門 M 氏門中の大宗（ウフムートゥ）である M 家は図 2 の通り、17 代当










いる」と評している。実際、2009 年まで祭祀の中心になっていたのは、戦後に没した 17 代当主

















M 氏門中の小宗（ナカムートゥ）の 1 つである m 家は、前述の大宗 M 家から分家して 10 代
目に当たる当主が戦前に亡くなってからは、誰も正式な継承者となっていない。しかし、小宗の
祭祀をやめるわけにはいかないので、妹（1920 年生）が他家に嫁いで以降も小宗 m 家の祭祀を
管理してきた。婚出した女性やその家族が祭祀を続けることは事例 1 にも見られることであり、
担い手自身はあくまで一時的な代行のつもりで関わってきた。
しかしすでに 60 年以上にわたって m 家の祭祀は m 家出身のこの女性に、さらに近年はその
図 2　M 氏大宗家




















m 門中）の人々が共通の祖先に当たる m 家の位牌を拝みに集まる。そのため、年 3 回のウマチー
の日には m 家から婚出したオバアとその子・孫たちがハナグミ（5）や、煮物・お茶など飲食の準
備をし、拝みに来る m 門中たちに 1 日中付き合っていた。
ところが、このオバアが 2010 年の 1 月に亡くなったとき、オバアの子や孫たちは m 家の祭祀
の代行から手を引いた。そのことについては何の連絡もなく、2010 年の二月ウマチーの日（新










M 氏門中の小宗家の 1 つ m 家から分家して転出した 1 人の男を宗家（ムートゥヤー）とし、
その子孫にあたる中城村在住の家々は、沖縄戦で宗家の当主（7 代）とその長男を亡くした。そ
こで実際には家を継げずに亡くなった長男を 8 代当主に数えた上で、9 代目として宗家の近親か






長を回している。毎年旧暦 9 月 9 日には班長宅に門中の年寄りたちが集まり、門中の行事の費用
に当てるためのお金（ウサカティ）を 1 人当たり 200 円ずつ徴収する。また班長はウマチーの
ときに M 氏門中の大宗 M 家（事例 1）、小宗 m 家（事例 2）に出向いて先祖の位牌などを拝み、
事前に集めたお金を供え、ハナグミをもらって帰る［武井 2009: 6-11］。
しかし事例 2 に記した事情から、2010 年の五月ウマチーは手を合わせただけで帰り、2011 年


























































て祭祀は続けられる。事例 1 と 2 は亡き宗家の近親者が代行者を自ら引き受けていた。事例 3 と
5 は門中内部から輪番で 1 ～ 2 年ごとに人を出し、事例 4 はより組織的な事務局を設置している。












































祀実践をささえる在地の論理」［田中 2005: 30］を問い直すものであった。実際のところ、事例 1
～ 5 の代替策は、いずれも決して位牌継承の規範からの逸脱に対し根本的な解決をもたらすもの
ではない。言わば、解決を先延ばしにする一時しのぎのもの（事例 1、2）と、問題を解決せず















































邊 2008: 131］、「郷土の歴史に育まれてきた自己を再確認」［高橋 2002: 55］という面が、その後
の持続可能な維持に関わったことを評価する傾向にある。
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